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アダムは勇
ゆう

気
き

を出
だ

さなければいけないと思
おも

いました。

キャロライナ・マルドナード
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

はボリビアでの出
で

来
き

事
ごと

です。

 「なーんだ！ お前
まえ

は何
なに

も知
し

らないんだな！」ファブリシオは
ホセを指

ゆび

さして笑
わら

いました。
アダムは顔

かお

をしかめました。ホセは先
せん

生
せい

に質
しつ

問
もん

したばかりで
した。そのことをからかうなんて，ファブリシオは意

い

地
じ

悪
わる

です。
「ファブリシオ，もうやめなさい」と，先

せん

生
せい

は言
い

いました。
アダムはホセを見

み

ました。ホセは，ファブリシオの言
こと

葉
ば

が聞
き

こ
えなかったかのように，ノートをじっと見

み

詰
つ

めていました。
ホセは転

てん

校
こう

してきたばかりで，最
さい

初
しょ

，だれもホセに話
はな

しかけませんでした。それから，何
なん

人
にん

かの子
こ

供
ども

た
ちがホセをからかい始

はじ

めました。いろんなあ
だ名

な

でよんではからかうのです。アダムはホ
セを助

たす

けなければいけないと思
おも

いました
が，何

なん

と言
い

えばよいか分
わ

かりませんでした。
それに，ホセは平

へい

気
き

そうに見
み

えました。
からかわれても気

き

にしていないように見
み

え
ました。

アダムはまた本
ほん

を読
よ

み始
はじ

めました。間
ま

もな
く大

だい

事
じ

な算
さん

数
すう

のテストがあるので，集
しゅう

中
ちゅう

しなけれ
ばいけません。

テストの当
とう

日
じつ

，アダムは一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

がんばりましたが，むずかし
いテストでした！ アダムは成

せい

績
せき

のことが心
しん

配
ぱい

になりました。不
ふ

合
ごう

格
かく

だったらどうしよう？
翌
よく

日
じつ

，先
せん

生
せい

がたくさんの紙
かみ

を持
も

って教
きょう

室
しつ

の前
まえ

に立
た

ちました。
「テストの点

てん

数
すう

が出
で

ました 」と，先
せん

生
せい

は言
い

いました。「もっと
がんばらないといけない人

ひと

が多
おお

かったのですが，とてもいい点
てん

数
すう

の人
ひと

もいました。」
先
せん

生
せい

は，生
せい

徒
と

一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

の成
せい

績
せき

を声
こえ

に出
だ

して読
よ

み始
はじ

めました。
かなり低

ひく

い点
てん

数
すう

の人
ひと

がほとんどでした。アダムは不
ふ

安
あん

な気
き

持
も

ち
で自

じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

がよばれるのを待
ま

ちました。
「アダム 」と，先

せん

生
せい

は言
い

いました。「80 点
てん

。」
信
しん

じられませんでした。合
ごう

格
かく

したのです！ アダムはにっこり
と笑

わら

いました。
それから，先

せん

生
せい

はホセの成
せい

績
せき

を読
よ

み上
あ

げました。
「100 点

てん

。」先
せん

生
せい

は大
おお

きな声
こえ

ではっきりと言
い

いました。「満
まん

点
てん

です。」
ファブリシオは立

た

ち上
あ

がり，「そんなはずない！」とさけびまし
た。「ホセはカンニングをしたんだ！」
「そうだ！」と別

べつ

の男
おとこ

の子
こ

が言
い

いました。「あいつは何
なに

も分
わ

かっ

てないんだから，だれかの答
こた

えを写
うつ

したんだ。」
ほかの生

せい

徒
と

も口
くち

々
ぐち

にそう言
い

いました。カンニングはしていな
い，とホセは言

い

いましたが，だれも耳
みみ

をかたむけようとしませ
ん。先

せん

生
せい

が静
しず

かにするように言
い

いましたが，だれも先
せん

生
せい

の言
い

う
ことを聞

き

きません。
「ずるだ！」とだれかがさけびました。
「うそつき！」とほかのだれかが言

い

いました。
アダムのむねの鼓

こ

動
どう

が速
はや

くなります。どうすればよいのか分
わ

かりませんでした。アダムはホセを見
み

ました。ホセは
大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だろうか。ホセはいつも落
お

ち着
つ

いている子
こ

です。
ホセはいつものように自

じ

分
ぶん

のつくえを
じっと見

み

つめていました。ところが，ホセ
は泣

な

き始
はじ

めました。
ほかの子

こ

供
ども

たちはさけぶのをやめ，部
へ

屋
や

は静
しず

まり返
かえ

りました。アダムの耳
みみ

に聞
き

こえ
てくるのは，ホセがすすり泣

な

く声
こえ

だけでし
た。アダムは，今

こん

回
かい

はもうだまっているわけに
はいかない，と思

おも

いました。勇
ゆう

気
き

を出
だ

さなけれ
ばいけません。せいれいが，ホセを助

たす

けなさい，とア
ダムに語

かた

りかけておられました。
アダムは立

た

ち上
あ

がりました。ほかの子
こ

供
ども

たちは，ホセのところ
に歩

ある

いて行
い

くアダムを見
み

ていました。アダムにはまだ，何
なに

と言
い

え
ばよいのか分

わ

かりませんでした。そこで，ただ身
み

をかがめてホ
セをぎゅっとだきしめました。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

だよ」と，ホセの背
せ

中
なか

をなでながらささやきました。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

だからね。」
間
ま

もなく，ほかの子
こ

供
ども

たちもやってきてホセをだきしめまし
た。ファブリシオもやってきて，「ごめんね 」と言

い

いました。ほ
どなくして，クラスの全

ぜん

員
いん

がホセの周
まわ

りに立
た

って，「ごめんね 」と
言
い

い，ホセを元
げん

気
き

づけようとしました。
「みんな，ホセのことが大

だい

好
す

きだよ」とだれかが言
い

いました。
「君

きみ

が一
いち

番
ばん

算
さん

数
すう

が得
とく

意
い

だね！」と別
べつ

の人
ひと

が言
い

いました。
ホセはなみだをぬぐい，にっこりしました。アダムもにっこり

とほほえみました。親
しん

切
せつ

にするには勇
ゆう

気
き

がいりましたが，その
かちはありました。●

ホセにハグを

イ
ラ
ス
ト
／
シ
ョ
ー
ナ
・
Ｊ
・
Ｃ
・
テ
ニ
ー




